
ラジオ体操、意外と⾯⽩かったん

だ。

1.

神様との友情は、改めてそういう⾵

に説明されたのは、新鮮な気付きだ

った。普段は結構、親⼦関係で描写

されているから。

2.

⾃分との友情のこともあんまりそん

な⾵に考えたことなかった。少なか

ったから、これも新鮮だったんだ。

3.

歩いて祈る時間も良いアイデアだと

思った。新鮮な夜の環境で⼀年振り

返りながら主に感謝したりするのが

好きだった。

4.

バイナー ナタナエル （フランス）

思い返してみると、２０２３年の１年

は、友情、⼈間関係について、たくさん

神様から訓練を受けたと思う。そして、

その１年の最後にYutika を通して、答え
をもらったような感じ。セッションの中

で１番印象的だったのは「神様と良い友

達になれたら、わたしは他の⼈にとって

良い友達になれる」ということ。そし

て、「神様と良い友達になるために、⾃

分が効率的でなくていい」ということ。

ヨナタンとダビデのような本当によい友

情関係をもちたい。また、⾃分が他の⼈

にとって良い友達になれる準備がいつで

もできているようにしたい。１年後の

Yutikaで、この１年は神様と⼈と良い友
達になれたなーと思えるようにしたい！

井ノ上 歌歩（スイス）

ユティカ2023年感想⽂

ユティカには初めての参加でした。皆さ

んの⼼温かな歓迎のなかで、信仰につい

て学ぶことができたことと、そのお導き

に⼼から感謝します。 9ヶ⽉前に英国留
学に来た際に初めて礼拝に参加し、その

後も教会に通い続けてきました。少しず

つイエス様の深い愛のことを知り、教会

の友⼈たちの家族のような繋がりの素晴

らしさを知ると同時に、いまだに私はこ

の場にふさわしいのだろうかという気持

ちがいつもどこかにありました。 そん
な中で、今回の「友」というテーマは私

に⼤切な気づきを与えてくれました。友

としてイエス様のことを思うと、恐縮し

ていたような気持ちがほぐれて、ふさわ

しさなど気にせずにお話しできる気がし

ました。⾊んな形があっていいのが友情

だということも学びました。私なりの形

でイエス様と良き友だちになるにはどう

したら良いか、これからも探し求めてい

きたいと思います。 

⽥代 友紀（イギリス）

Friendship with Others, God, and Self



Ich fand die letzte Yutika im Dezember in
der Schweiz lehrreich und unterhaltsam.
Insgesamt 3 Tage war ich dort. Morgens
haben wir gefrühstückt und haben danach
eine Geschichte angehört, die wir später in
unseren zugeteilten Gruppen aufgeklärt
haben. In der Freizeit konnte man Spiele
spielen und Snacks essen. Ich konnte
dadurch viele neue Leute kennen lernen
und durch das Spielen Spaß haben. Am
zweiten Tag haben wir eine Schatzsuche
unternommen, wo man verschiedene
Aufgaben absolvieren musste, sodass man
eine Zahl bekam. Diese Suche mit meiner
Gruppe hat mir auch sehr viel Spaß
gemacht. Abends durchquerten wir auch
den Wald allein durch einen Weg, geführt
von Kerzen. In dieser Zeit konnte man sein
Jahr reflektieren, passend zum Jahresende.
Ich bedankte mich bei Gott für das schöne
Jahr 2023. Durch die Geschichten konnte
ich lernen, wie man sich selbst behandelt.
Insgesamt würde ich bei der nächste Yutika
gerne wieder mitmachen.
Lindermann Thomas Aki（デュッセルドルフ）

（⽇本語訳）

12⽉にスイスで開催されたこの前のユティ
カは、私にとって学び多く楽しかったで

す。私は合計3⽇間そこにいました。朝、私
たちは朝⻝をとり、物語を聞きました。そ

の後、割り当てられたグループで考えを深

めました。⾃由時間にはゲームをしたり、

お菓⼦を⻝べたりしました。そのおかげ

で、たくさんの新しい⼈と出会い、ゲーム

をして楽しく過ごすことができました。2⽇
⽬には、宝探しをしました。様々な課題を

クリアして番号をゲットするという内容で

した。この宝探しもとても楽しかったで

す。また、⼣⽅には森の中をろうそくに照

らされた道を通って⼀⼈で歩きました。そ

の間⾃分たちの1年を振り返ることができ、
年末にふさわしいと思いました。素晴らし

い2023年を過ごせたことを神に感謝した。
物語を通して、⾃分に対する接し⽅を学ぶ

ことができました。また次回のYutikaにも
ぜひ参加したいです。

普段はユティカの案内が来たら条件反射

の様にすぐ申し込んでいましたが、今回

はいくつかの理由で参加を辞めようかと

考えていました。でも最終的にはメッセ

ンジャー⽬当てでスイスに⾜を運びまし

た。

同世代に向けたセッション、という事で

親近感のある語り⽅や、絵や例えのたく

さんの使⽤。「他⼈ / 神様 / ⾃分との友
情」という興味深い今回のテーマ。友達

との話し合いやゲームの時間。複数あっ

た分科会で、新鮮に感じてなおかつ⾃分

に合うものがあった事。これらはユティ

カでないと経験出来ないものだと思うの

で、参加して良かったです。

ピーケンブロック 恩恵（ベルリン）

友達と⼀緒に神様との関係を深めていけ

る機会が与えられてよかった。もっとも

っといい友達になりたいと改めて思いま

した！

ガウブ ミヒャルカス（イギリス）



私は今回がユティカに初めての参加だっ

たので少し不安もありました。しかし参

加者みんなが温かく迎えてくれて、新た

な信仰の友と出会えたことに感謝です。

2023年私は将来進むべき道や対⼈関
係、そして神様とどう歩んでいくべきな

のかを悩んだ1年でした。毎⽇が悲しい
訳じゃないけど漠然とした不安感があり

ました。毎⽇祈ったり聖書を読んでも神

様の声が聞こえず、⾃分の信仰の弱さや

⾃分と神様の関係を疑っていました。 ユ
ティカの3⽇間で特別な御⾔葉が与えら
れて全て悩みが解決したー！ってことで

はないけれど、2⽇⽬のメッセージでミ
ヒさんが「神様と池のようにただ平和な

時間を過ごすだけでも友達として仲が深

められているんだ」とおっしゃっていた

のを聞いて、神様から何か受け取らなき

ゃとか、何かお返ししなきゃという⾃分

の中にあった焦りが取り除かれました。

⽇常に戻っても焦らずゆっくり神様との

仲を深めていきたいです。最後に忙しい

中企画してくださった実⾏委員のみなさ

ん、お⻝事を作ってくださったエプロン

隊のみなさん、本当にありがとうござい

ました。参加して良かったです！ 
⽊下 友（ハンブルグ）

今回のユティカは本当に祝された会とな

りました。初めて参加する⼈も多く与え

られて、神の家族が増えたような気持ち

になりました。2泊3⽇の短い間の中で距
離がぐっと縮まって、神様にあって仲間

が増えるのは⾔葉では表現しがたいくら

い嬉しいことです。

私にとっては発⾒の多いユティカでし

た。ユティカに来るまでは仕事も忙しく

て、イライラすることもありましたが、

この三⽇間はほんとに晴れ晴れとした気

持ちで過ごしていました。悩みもない

し、思い煩いもないし、ほんとに穏やか

な気持ちで三⽇間過ごしました。神様が

平安を与えてくださっていることを強く

感じました。3⽇⽬の証会の前に30分
間、⾃分で時間を持ちましたが、頭の中

にはずっと賛美が流れていました。前回

は深いことを考えてあれこれと思ってい

ましたが、今回はただただ平安な気持ち

で30分間頭の中で歌を歌いながらなん
とも穏やかな時間でした。

これから⾟いこととか⼤変な時期もある

と思いますが、そういう時にあんな平安

な気持ちがあったなと思い出せるような

三⽇間であった気がします。主に感謝し

て

渡邉 航（デュッセルドルフ）



私が、今回このユティカで得た⼀番の贈

り物は、神様を求めて歩むことの喜び、

そして、神様が「横」で、⼀番の友達と

して⼀緒にいてくださるという「真実」

を知ることができたことです。神様を真

剣に求めると、こんなにも⼼が躍って、

温かくて、嬉しくなることを知りまし

た。神様と私の関係は、縦の関係ではな

く、横の関係です。その関係性が、とて

も⼼強く感じます。世界のどこに⾏って

も、たとえ「⼀⼈」だとしても、本当の

意味で⼀⼈ではないことに気付かされま

した。そして、今回もう⼀つ嬉しかった

ことは、クリスチャンの仲間に出会い、

共に祈り、聖書を読み、賛美できたこと

です。⼀⼈で信仰を保つことは難しく、

誰かと⼀緒なら、より信仰が強められ、

より神様を近くに感じられることを体験

しました。これら、ユティカで得た全て

の喜びは、⾃分⾃⾝が弱くて、不完全な

者だからこそ得られる喜びでもあると感

じています。神様が与えてくださる全て

のものに感謝します。2024年は、より
神様に祈り求め、神様と共に、そして仲

間と共に、賛美しながら、主の御⼼にか

なう道を歩んでいけたらと願っていま

す。

匿名

今回ユティカのお⼿伝いをさせていただ

いて、本当に多くの恵みをいただきまし

た。息⼦たちがユティカの企画のために

多くの時間を割き、⼼を尽くして奉仕を

している意味が分かったような気がしま

す。この会の最初から最後まで主がとも

におられ、導いてくださっていることを

感じたことも感謝でした。本当に「すご

いな」の⼀⾔です。⼀番すごいと思った

ことは、ユティカは若者たちが正直にな

れる場所であることでした。イエス様は

いつも「そのままでいい。」とおっしゃ

ってくださっているのに、この世ではそ

うはいかない時がたくさんあります。こ

の世の価値観と聖書の⾔っていることの

違いに戸惑い、⾃分を繕わざるを得ない

社会の中で、本当の⾃分をさらけ出し祈

り合える場所は何という恵みでしょう

か。それによって主に委ね、進むべき道

を教えていただけるからです。今の若者

たちにとって主と友達になることはもち

ろんですが、主にある友⼈を持つことは

信仰を保っていくためにも必要なことで

す。今後も次につなげていく道を模索し

続けてくださることを願います。正直な

ところ、お誘いいただいたのにもかかわ

らず、今回は⾃分の教会からの参加者が

少なく残念でした。⾃分の教会に集う若

者たちにもこの雰囲気と恵みを体験させ

てあげたいと⼼から思いました。また、

必要なことだとも感じました。キッチン

スタッフの皆様にはお世話になりまし

た。楽しくご奉仕させていただけたこと

を改めて感謝いたします。寝⻝を共に

し、私たち⼤⼈も貴重な主のつながりを

いただけたことも感謝いたします。また

機会があれば受け⼊れていただければ幸

いです。

渡邉 千雪（フランクフルト）



ハレルヤー！恵まれたユティカを与えて

くださった主に感謝です。

今年も初めての⽅とも良く知っている⽅

とも会えて嬉しかったです。何より、キ

リストにある新しい友情が⽬の前で始ま

る事も⾒る事ができて感謝でした。私の

願いはこの交わりがユティカで始まりそ

こで終わるのではなく、ここから繋がり

続け、お互いを励ましたり、御⾔葉を分

かち合ったりする事です。

メッセージ、ゲーム、交わり、⾊々と最

⾼でしたが、⼀番⼤切に思える事はおそ

らく夜に皆さんと順番で森の道を祈りと

共に⼀年を振り返り歩いた事です。⼀⼈

⼀⼈キャンドルの光を照らしながら神様

との⼀対⼀の時間を過ごしました。皆ん

な同じ道を歩きそれぞれの⽰された祈り

を祈った事が貴重でした。

今回のユティカでは証を⼆⼈の⽅が話し

てくれました。とても励まされました。

どんな⼈⽣を歩んでいても主は誰でも救

う事ができることを改めて確信しまし

た！ミヒのメッセージの中で⼼に残った

事は、イエス様がどんな友情よりも⼀番

深い愛を⽰してくださった事です。それ

はローマ５章８節で明らかです。『しか

し、まだ罪⼈であった時、わたしたちの

ためにキリストが死んで下さったことに

よって、神はわたしたちに対する愛を⽰

されたのである』。この素晴らしい神様

と今年も関係を深めたいと思いました。

スタッフの皆さん、キッチンで⽀えてく

ださったプリンセスエプロンの皆さんに

もとても感謝です。祈ってくださった皆

さんにもとても感謝です。栄光を主にお

返しします。

トムセン ヨハナ（スイス）

今年もユティカを無事に開催できまし

た！みんなが楽しめて、同世代と良い学

びの場を持てたことに感謝です。

今回のユティカでの気づきは最後のセッ

ション“Friendship with self” で⾃分へ
の⾃⼰評価が昔と⽐べて良くなっている

ことでした。⾃分の成⻑が⾒れた気がし

て嬉かったです。

キャンプの中で⾒つけた2024年で祈り
つつ頑張りたいことは、神様と時間を過

ごす事や聖書を読むことをもっと「やら

ないといけない」ではなく「やりたいか

ら」という気持ちで⾏えるようになるこ

とです。

あと何回参加できるか分かりませんが、

今回も参加できて感謝でした。

渡邉 カレン（デュッセルドルフ）



2023年の
ユティカのテーマは

„Friendship“
“友情”ってなんだろう
その答えを求めて聖書読む

最初のセッション覚えてる

最初の例えは“滝、池、Drain”
私はどれになれるかな

私の友情はどうだろう

ダビデはゴリアテに勝利し

ヨナタン⾃分の命捧げた

その契約こそ真の友、

⾃分の⼤切なものすべて捧げた

これって何？

これって友？

これって愛

なんてすばらしい

“Friendship with Others”…
私の友達に感謝しよう

⼆つ⽬の話

“Friendship with God”
私は神様と

友達か？

神様の前に⼈間は

とっても⼩さな者だけど

その罪びとのために神様は

ひとり⼦イェス様をくださった

神様と共に過ごす時間

その時こそ私が望むもの

友と呼んでいいなんて

私は最強の友がいる

これって何？

これって友？

これって愛

なんてすばらしい

 “Friendship with God”…
神様の愛に感謝しよう

三つ⽬の話思い出した

それは⾃分⾃⾝が友なんだ

これって意外と忘れてる

⾃分⾃⾝⼤事にしてるかな

鏡に映る⾃分⾒て

時々嫌になったりするけれど

そんな弱い⾃分愛するよ

それは神様の愛があるからね

神様のハグの中にいる

そのこと知った時、満たされた

もう⾃分のこと傷つけない

⾃分と友になれるかな

これって何？

これって友？

これって愛

なんてすばらしい

 “Friendship with myself”…
私という友

Friendship with Others...
Friendship with God...
Friendship with myself...

Thank you, God, Hallelujah...

“Friendship”

佐野真帆（スイス）




